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予防保全とは、⼯場の設備や機械が壊れない様、事前に⾏う保全活動の事をいいます。
予防保全には⽇常点検や3ヶ⽉、半年、1年などの定期サイクルで⾏う点検が⼀般的で、
時間基準保全（TBM︓Time-based Maintenance）や、
利⽤基準保全（UBM︓Usage-based Maintenance）
状態基準保全（CBM︓Condition-based Maintenance）があります。

事前保全を⾏う事は、設備の⻑寿命化、不意の故障・事故の未然防⽌、
納期遅延など企業としての売上損失を防ぐ観点からも⼤変重要なテーマとなります。

【点検・診断】
・グラスライニング⾯の状態を⽬視・膜厚・粗度計を
⽤いて健全性を判断します。

・本体及び外⽸部の⺟材に問題が無いか⽬視・
板厚測定を⾏います。

・駆動部（モーター・減速機）に異常が無いか、
異⾳・振動確認・オイルの状態や注⼊量の
確認を⾏います。

・軸封装置の漏れ有無等を確認します。
・ガスケットなどの消耗品に異常はないか確認します。
・ポンプ・バルブについて各シール部の漏れを確認します。
・ポンプ・バルブの異⾳・振動・発熱を確認します。

※定期的な点検・診断により寿命予測が可能です。

【巡回サービス】
・ご納⼊機器を安全にお使い頂く為に巡回点検
サービスを⾏いご要望の聴き取りやアドバイスを
致します。

・各シール部の漏れを確認します。
・異⾳・振動・発熱を確認します。

点検⾵景

点検報告書



表⾯
写真

電⼦
顕微鏡

粗さ
（μm.）

判定

処置 異常なし 経過観察
１年後再点検

要注意
半年後再点検

異常
早期交喚 即交喚

良好 初期腐⾷ 中期腐⾷ 末期腐⾷

0〜5 5〜15 15〜34 34〜55 55

グラス表⾯の 粗さを測定 → 寿命予測 → 安定操業 →
設備更新計画⽴案 にお役⽴てください。

グラス表⾯の化学的腐⾷レベルの寿命判定

診断測定現象部位

異常判定注⼊量、
汚れ
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部 圧⼒容器
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・何か変だなと感じたら、速やかにご連絡ください。
・或る⽇突然、『グラスが破損した』 『鋼板に⽳があいた』
ということが極⼒ないように、定期精密診断を実施ください。

⽇常＆定期 点検・診断

定量
管理
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軸封部/ドライシール 外観点検
外観写真外観写真 断面構造断面構造

摺動部漏れ基準値
（2Nℓ/ hr以内）

固定環

フランジ

②

①

【点検内容】
・ ゴミ、異物の付着状況
・ スプリングの腐⾷、隙間の間隔（以下）
・ シールカバー（アクリル）の変⾊具合
軸封装置の取付状態を⾒る際の⽬安
適正な⾓度で取り付いているか、また摺動部に均⼀な⾯圧が
掛かっているかを、スプリングの隙間を測定する事で判断できます。
① スプリング隙間（スプリングリテーナー・スプリングアダプター間）
② 固定環と回転環の直⾓度

メーカーが定めるスプリング隙間基準は以下となります。
直⾓度（㎜）隙間シール径（Φ）

0.032.8535
0.031.9555
0.0353.080
0.042.092
0.042.0120
0.043.0140

・ ⽸内内容物が摺動⾯付近に付着堆積した場合に、摺動部の異常磨耗、⾯開き、
回転環作動不良により漏れが⽣ずることが多い。

・ ０℃以下の運転の場合は、⽔分等の凍結により、摺動⾯が損傷する恐れ
がありますので、運転前に窒素ｶﾞｽ等で解氷してから運転に⼊ってください。

・ 摺動⾯は、無潤滑状態で運転されますので、運転中に摺動⾳が発⽣することが
ありますが、異常ではありません。

摺動⾯
漏 れ

正規⼨法+1㎜以上
隙間がある場合は、
新品と交換ください。

回転環

ベローズ

コイルスプリング

スプリングアダプター

クランピングリング

シールカバー

スプリングリテーナー



モーター・減速機＆架台部軸受の潤滑油
【参考】

⻑寿命グリース
充填して出荷、そのままご使⽤できます。
補給なしで⻑時間使⽤可能ですが、20000時間、
または3〜5年を⽬安にオーバーホールするとより
⻑寿命となります。

・油浴式
抜いて出荷、運転前に必ず給油してください。

・油強制潤滑
同上
初回 5000時間または6ヶ⽉の早い時期
2回⽬以降 2500時間か6ヶ⽉後に交換してください。

グリース潤滑で、充填して出荷、そのままご使⽤できます。
初回2500時間後、2回⽬以降1年後補給・交換してください。
標準︓⼯業⽤万能グリース

寿命があり、⻑時間のご使⽤で⾃然劣化や磨耗によってシール効果が低下します。
1〜3年程度を⽬安に交換をお奨めします。

グリース、油、ベアリング、オイルシール等は、
適切な⽅法、時期に補給・交換して下さい。

モーター・減速機 潤滑⽅式モーター・減速機 潤滑⽅式

架台部軸受架台部軸受

オイルシールオイルシール

⽇常
点検



２、保守 ・ メンテナンス ・修理２、保守 ・ メンテナンス ・修理

保守もメンテナンスも機械や設備が正常に動作するよう
点検・整備する事が重要です。
お客様に納⼊させて頂きました機械・装置が故障・停⽌しないよう、
巡回点検サービスを実施しております。
また、故障や停⽌による緊急修理にも対応しております。

お客様のあらゆるご要望にお応えできる
よう、全国の拠点にサービスマンを駐在
させております。

【保守・メンテナンス】
・巡回点検サービス
・部品交換などの予測診断

【緊急時の対応事例】
・ガラス剥離︓部分補修等
・メカ漏れ︓軸封部品交換・⾯圧調整
・ガスケット部からの圧漏れ︓ガスケット交換・調整等
・ベアリング寿命︓ベアリング交換・オイル注⼊・グリース塗布
・⺟材腐⾷による⽳︓パチ当て、部分交換

（Uリング、ノズルフランジ等）
・排出弁からの液漏れ︓弁座・消耗品交換、作動調整

Ｕリングの交換作業

３、設備、機器の更新・改造３、設備、機器の更新・改造

取り扱いが難しいガラス機器やセラミック製品の部品交換、
改造、⼊替⼯事などを⾏います。



４、その他の活動（技術指導・コンサルタント・講習会）４、その他の活動（技術指導・コンサルタント・講習会）

NGK製品の分解・組⽴などの御指導、アドバイスを分かりやすく実施します。
安全に末永くご使⽤頂く為のメンテナンス講習会も⾏ってます。

クイッククランプ式マンホールカバーの分解・組⽴作業指導⾵景

Step1 点検による診断（点検報告書発⾏）
Step2 部分補修・部品交換による応急処置

・ ⼯事サービス部
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ガスケット調整作業⾵景

機器組⽴作業⾵景


